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論文
価値の法則について
谷友
?
1 ランゲの批判
労働時間による価値規定ということを基礎とするマルクスの学説，いわゆる
労働価値説そのものについては， 0.ランゲもかつて批判的な見解をのぺたこ
とがあるから，われわれはまずその見解をとりあげて考察してみよう。ランゲ
は，論文「マルクス経済学と近代経済理論」 (1935年）のなかで，マルクス経済学
が， 「資本主義を交換経済の他の諸形態から区別する制度的与件， すなわち，
どんな生産手段も所有していない人々の階級の存在」を基本的な前提として分
析をおこなうことによって「資本主義体制の特殊性」をあきらかにし，それか
らさらに資本主義の「制度的仕組」のもとで諸与件の根本的な変化が生産にお
いておこる必然性を演繹することによって「資本主義体制の発展法則」を確立
している点で，プルジョア経済学よりもはるかにすぐれていることをみとめて
いるが，1) しかし労働価値説についてはつぎのような批判をのべているのであ
る。ー―
「労働価値説は静態的な一般的経済均衡理論にほかならない。 どの商品を
とれだけの分量で生産すべきかを指令するどんな中央当局も存在していない，
分業にもとづく個人主義的な交換経済においては，その問題は，競争がつぎの
ようなことを強制するという事実によって自動的に解決される。すなわち，そ
1) 0. Lange, Marxian Economics and Modern Economic Theory, Marx and 
Modern Economics, ed. by D. Horowitz, 1968, p. 73, 74, 76. 
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れは，いろいろの産業への生産資源の配分は，諸価格がそれぞれの商品の生産
に必要な労働量に比例しているというようなものになるということである（そ
れらの価格は古典経済学の『自然価格』である）。本質上，これは近代的な経
済均衡理論とおなじように静態的である。なぜならば，それは，ただ一定の与
件（すなわち，ー商品の生産に必要であるような一定の労働量―生産技術に
よって決定される量）の仮定のもとでのみ価格と生産の均衡を説明するもので
あるから。またこの説は近代的な経済均衡理論におけるよりもより特殊化され
た制度的仮定にもとづいてはいない。それはただ資本主義経済だけでなく，自
由競争の存在するどんな交換経済にもあてはまる。しかし厳密にいえば，それ
は，じつは，めいめいじぶんの生産手段を所有している小生産者たちの非資本
主義的交換経済（たとえば，じぶんで労働する小さな手工業者や農民からなる
交換経済，マルクスのいわゆる『単純商品生産』） にのみ正確にあてはまるの
である。資本主義経済においては，それは，マルクスが『資本論』第 3巻のな
かでみずからしめしているように，いろいろの産業における資本の有機的構成
（すなわち，資本財に投下された資本の，賃金支払に投下された資本にたいす
る比率）の相違にきすべきある変容を必要とする。こうして，労働価値説のな
かには，この説を，近代的な，精巧な経済均衡理論にくらべてー~マルクス主
義者の観点からは―まさっているものにするであろうようなどんな性質もな
いのである。それはたんに後者の素朴な形態であって，純粋競争の狭い領域に
かぎられており，この領域においてももろもろの制限がないことはないのであ
る。そのうえに，それのもっとも適切な命題（すなわち，価格が平均費用フ゜ラ
ス『正常』利潤にひとしいということ）も，近代的な経済均衡理論のなかにふ
くまれている。そういうわけで，労働価値説は，経済発展の諸現象の説明でマ
｝レクス経済学が『ブルジョア』経済学にまさっていることの原因ではありえな
い。じっさい，経済均衡理論の古くさくなった形態にしがみついていることが，
多くの領域においてマルクス経済学が劣っていることの原因なのである。」 2)
2) Ibid., pp. 76-79. 
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これがマルクスの労働価値説にたいするランゲの批判である。その叙述のな
かにはいくつかの不正確な表現やあいまいな点があるけれども，これらはしば
らくおいて，それの要点をのべるならば，つぎのとおりである。労働価値説は，
交換経済における生産資源の配分を論ずるさいに，その配分は諸価格が諸商品
の生産に必要な労働量に比例しているというようなものになるであろうと主張
するのであるが，それは静態的な経済均衡理論にほかならない。そしてそれは
近代的な経済均衡理論にまさるものでなく，むしろ後者の古くさい素朴な形態
にすぎないのである。
この批判をランゲが書いたのは数十年もまえであるが，おなじような批判は
その後もあとをたたないようである。しかしランゲがマルクスの労働価値説を
静態的な経済均衡理論とみなしているのには異議がある。またかれは「労働価
値説が資本主義のもとでの労働階級の搾取を証明するのにやくだっ」というこ
とに反対しているが，a) これにたいしても異議をとなえなければならない。こ
れらの異議の根拠についてはすぐあとでのぺることとし，そのまえに一言して
おくが，ランゲじしん基本的にはワルラスの一般均衡理論にもとづいて資源配
分の問題を論じている。4) しかしかれの議論には大きな欠点がみいだされるの
である。そこでは，基本的な生産資源（労働，資本，自然資源）が所与とみな
され，そしてそれらの資源の諸産業間への完全な配分がおこなわれている均衡
の状態がしめされている。この状態では，均衡価格で各商品の需要と供給とが
均等になっていて，諸消費者はかれらの効用を，諸生産者はかれらの利潤を，
基本的な生産資源の諸所有者はかれらの所得を極大化している。この意味にお
いてそれは最適の状態とよばれる。しかしこのような均衡分析は諸与件が不変
である静態における限界分析でしかない。だから，諸資源，とくに労働と資本
が増加するし，技術革新もおこるし，さらに周期的に過剰生産恐慌が勃発した
3) Ibid., p. 7, footnote 3. 
4) Cf. On the Economic Theory of Socialism by Oskar Lange a叫 FredM Taylor, 
ed. by B. E. Lippincott, 1938, pp. 65-67. 土屋清訳， 60-63ペー ジ。
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り，長期的には労働過剰への傾向などもあらわれたりする動態的過程において
は，そうした均衡分析は瑳鉄せざるをえないのである。
ところで，マルクスの労働価値説は経済均衡理論のように静態的ではなく，
むしろ動態的である。それは社会的労働の配分の問題を論じるのであるが，そ
してそれによれば，この配分は，価値法則にしたがい，商品の生産に社会的に必
要な労働時間で規定される価値によって規制されるというのであるが，このこ
とは資本の蓄積と労働生産力の増大がたえずおこる発展過程においておこなわ
れるのである。この点をもうすこしくわしくいえば，そういう規制にもとづく
生産の社会的均衡は，こうした発展過程において，生産の不断の諸変動の平均
として実現されるのである。そして，たとえば価値革命，つまり商品の生産に
社会的に必要な労働量の減少による価値低落についての考え方は周期的な過剰
生産恐慌にかんする考察において重要であるし，また不変資本と可変資本との
価値比率，けっきょくは過去の労働と生きた労働との比率としての資本構成の
とらえ方は相対的過剰人口（産業予備軍）の生産などにかんする分析において
有用である。もちろん資本主義的生産様式では生産価格が問題であるが，これ
は価値の転化形態にほかならないのである。
あるいは，旧い生産費説を想起し，この説がすでに生産費の概念をもちいて
需要と供給との一致にかんする問題を解明しているのであるから，これでもっ
て十分まにあうであろうとかんがえるひとがあるかもしれない。たとえば，
J. s. ミルによれば， 「任意に分量を増加しうる物の価値は，（偶然や生産の自
己調節に必要な期間中をのぞけば）需要と供給とに依存するのではない。逆に
需要と供給とが価値に依存するのである。商品の自然価値または費用価値にお
いてその商品の一定量にたいする需要があり，そして供給はけっきょくこの需
要に一致しようとつとめるものである。」「無限に増加のできるあらゆる物にお
いて，需要と供給とは，その供給を増減するに必要な時間をこえないある期間
中だけ価値の動揺を決定するにすぎない。このように価値の動揺を支配しなが
らも需要と供給そのものはいっそうすぐれた力にしたがうのである。そしてこ
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の力は価値を生産費のほうへひきつけるのであって，もし新しい撹乱的な影響
がたえずおこってそれをふたたびひきはなすことがなければ，それを生産費の
うえに定着させておくであろう。……需要と供給とはつねに均衡にむかってつ
きすすむものである。しかし，安定均衡の状態は，諸物がその生産費にしたが
って相互に交換されるとき， いいかえれば，諸物がその自然価値にあるとき
に，・存在する。」5)このようなミルの生産費説はともかくとして，現代において
も一種の生産費説を採用する諸学者がみいだされるのである。6)
しかしマルクスは生産費説にたいして根本的な批判をくわえている。かれに
よれば，生産費は「商品価値のすでにまったく外面化された明白に無概念的な
形態」あり， 「競争のなかであらわれているとおりの， したがって卑俗な資本
家の意識のなかに，したがってまた卑俗な経済学者の意識のなかにあるとおり
の形態」である。7) 「価値とその法則とを基礎にしてはじめて生産費・・・・・・の存
在そのものがかんがえられうるのであって，その前提条件がなければこの存在
そのものが無意味な不合理なものになってしまう」 s)のである。とくに利潤に
ついていえば，剰余価値の法則にもとづいてはじめてそれの存在そのものが展
開されうるのである。9)
5) J. S. Mill, Principles of Political Economy, ed. by W.J. Ashley, 1929, pp. 455, 
456. 
6)たとえば， J.ロビンソンは均衡モデルをしりぞけて「歴史的モデル」を構成しようと
するのであるが，そのさいにマーシャルの「長期的正常供給価格」（長期生産費）に似
ている「正常価格」の概念をもちいている。 (Cf.J. Robinson, Essays in the Theory 
of Economic Growth, 1962, pp. 8-10, 44. 山田克己訳， 12-15,67ページ。）労働価
値説については彼女はこれを形而上学的とかんがえ拒否するのである。 (Cf.J. Robin-
son, Economic Philosophy, 1962, pp. 34 f. 宮崎義一訳， 56ページ以下。）
7) Karl Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 208. 「マルク
ス＝エンゲルス全集」（大月書店）第25巻， 249ページ。
8) Marx, Theorien bヽerden Mehrwert, 3. Teil. Maか EngelsWerke, Bd. 26, 3. 
Teil, S. 78. 邦訳，第26巻第3分冊， 101ページ。
9)そういうわけで，マルクスの剰余価値論はきわめて重要であるが，それの要点はほと
んど異論の余地がないから，当面の問題としてあらためてそれを検討する必要はないで
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要するに，マルクスによれば， 「労働時間による価値の規定」は「プルジョ
ア体制の生理学の—その内的な有機的な関連と生活過程の把握の一基礎」
である。10) だから， 労働価値説は経済学において基本的な重要性をもつもの
である。
2 価値の法則
われわれはマルクスの『資本論』のなかの価値の法則について考察するつも
りであるが，その手がかりとしてかれのクーゲルマンにあてた有名な手紙をと
りあげよう。そのなかにはつぎのような文章がある。「どの国民も， 1年とは
いわず2, 3週間でも労働をやめればくたばるだろうということぐらい，どん
な子供でも知っています。また，さまざまな欲望量に対応する生産物量が社会
的総労働の量的に規定されたさまざまな量を必要とするということも，知って. . .. . 
います。こういう，一定の比例での社会的労働の配分の必要は，けっして社会．．．．．．．．．．．．． 
的生産の特定の形態によって廃棄されるものではなく，ただその現象様式を変
えうるだけだということは，自明です。そもそも自然法則は廃棄されうるもの
ではありません。歴史的にさまざまな諸状態のもとで変化しうるのは，その法． 
則が自己を貫徹する形態だけです。そして，社会的労働の関連が個人的労働生. . . 
産物の私的交換として自己を主張する社会状態において，こういう比例的な労．． 
働の配分が自己を貫徹する形態は，まさにこれらの生産物の交換価値なのです。
どのように価値法則が自己を貫徹するかを展開すること， これこそが科学で
す。外観上この法則に矛盾するあらゆる現象をはじめから『説明』しようとす
れば科学以前に科学をあたえなければならならないことになるでしよう。」 11)
あろう。後段においても，剰余価値にかんれんがあるかれの諸叙述をただ引用するにと
どめる。
10) Marx, Theorien, 2. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Teil, S. 163. 邦訳，
第26巻第2分冊， 211ページ。
11) Marx an Kugelmann, 1. Juli 1868. Marx-Engels Werke, Bd. 32, S. 552-553. 
岡崎次郎訳『資本論にかんする手紙』上巻， 223ペー ジ。
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これによってみれば，一定の比例での社会的労働の配分ということは社会的
生産のどんな形態においても必要である。しかし「社会的労働の関連が個人的
労働生産物の私的交換として自己を主張する社会状態」ではその配分は「生産
物の交換価値」という形態でおこなわれるのである。ところが，そういう交換
価値は「価値の必然的な表現様式または現象形態」12)であるから，一定の比例
での社会的労働の配分はじつは価値によって規制されるわけである。だから，
まず第 1に価値の規定ということが問題である。マルクスは「生産物の商品と
して性格，または商品の資本主義的に生産された商品としての性格から，価値
規定の全体と価値による総生産の規制とが生ずる」 とのべたのちに， 「内的な
法則」としての「価値の法則」について語っているが， 13)これによってその法
則の内容をしることができる。それは価値の規定と価値による総生産の規制と
からなるが，後者は価値による社会的労働の配分の規制ということにほかなら
ない。
このようにマルクスの価値法則は価値の規定と価値による社会的労働の配分
の規制とをふくんでいるが， この二つはたがいに密接にむすびついているか
ら，両者をきりはなしてしまうと，その法則は十分に理解できなくなるであろ
う。しかしわれわれは『資本論』のなかのそれらにかんする諸議論をいちおう
二つにわけて検討することとする。
まず価値の規定について。これにかんする考察においてはわれわれはマルク
スが私的諸労働の社会的性格についてのべているつぎのような諸文章にひとと
おり目をとおしておかなければならない。一
「およそ使用対象が商品になるのは，それらがたがいに独立に営まれる私的
諸労働の生産物であるからにほかならない。これらの私的諸労働の複合体は社
12) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 23, S. 53. 邦訳，第23巻，
52ページ。
13) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 887. 邦訳，第25巻，
1125ページ。
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会的総労働をなしている。諸生産者はかれらの労働生産物の交換をつうじては
じめて社会的に接触するようになるのだから，かれらの私的諸労働の独自な社
会的性格もまたこの交換においてはじめてあらわれるのである。いいかえれ
ば，私的諸労働は，交換によって労働生産物がおかれ労働生産物を介して諸生
産者がおかれるところの諸関係によって，はじめてじっさいに社会的総労働の
諸環として実証されるのである。それだから，諸生産者にとっては，かれらの
私的諸労働の社会的関係は， そのあるがままのものとしてあらわれるのであ
る。すなわち，諸個人がじぶんたちの労働そのものにおいてむすぶ直接に社会
的な諸関係としてではなく，むしろ諸個人の物的な諸関係および諸物の社会的
な関係として，あらわれるのである。
「労働生産物は，それらの交換のなかではじめてそれらの感覚的に異なった
使用対象性から分離された社会的に同等な価値対象性をうけとるのである。こ
のような，有用物と価値物とへの労働生産物の分裂は，交換がすでに十分な広
がりと重要さをもつようになり，したがって有用な諸物が交換のために生産さ
れ，したがって諸物の価値性格がすでにそれらの生産そのものにさいして考慮
されるようになったときに，はじめて実証されるのである。この瞬間から諸生
産者の私的諸労働はじっさいにひとつの二重な社会的性格をうけとる。それら
は，一面では，一定の有用労働として一定の社会的欲望をみたさなければなら
ず，そのようにしてじぶんを総労働の諸環として，社会的分業の自然発生的な
体制の諸環として，実証しなければならない。他面では，私的諸労働がそれら
じしんの生産者たちのさまざまな欲望を満足させるのは，ただ，おのおのの特
殊な有用な私的労働がおのおのの別の種類の有用な私的労働と交換可能であ
り，したがってこれと同等とみとめられるかぎりのことである。たがいにまっ
たく異なっている諸労働の同等性は，ただ，諸労働の現実の不等性の捨象にし
かありえない。すなわち，諸労働が人間の労働力の支出，抽象的人間労働とし
てもっている共通な性格への還元にしかありえない。私的生産者たちの頭脳
は，かれらの私的諸労働のこの二重の社会的性格を，実際の交易，諸生産物の
8 
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交換においてあらわれる諸形態でのみ反映する，一つまり，かれらの私的諸
労働の社会的に有用な性格を，労働生産物が有用でなければならないという，
しかも他人のために有用でなければならないという形態で反映し，異種の諸労
働の同等性という社会的性格を，これらの物質的に異なった諸物の，諸労働生
産物の，共通な価値性格という形態で反映するのである。
「だから， 人間がかれらの労働生産物をたがいに価値として関係させるの
は，これらの物がかれらに一様な人間労働のたんに物的な外皮としてみとめら
れるからではない。逆である。かれらは，かれらの異種の諸生産物をたがいに
交換において価値として等置することによって，かれらのいろいろに異なった
労働をたがいに人間労働として等置するのである。」 14)15) 
このように商品生産では私的諸労働は具体的有用労働と抽象的人間労働とい
う二重の社会的性格をもっており，そしてこれは私的諸労働の生産物の交換に
おいてあらわれる二つの形態すなわち労働生産物が他人のために有用でなけれ
ばならないという形態と諸労働生産物の共通な価値性格という形態とで反映さ
れる。こうして私的諸労働の生産物である商品は使用価値としてあらわれると
ともに価値としてあらわれるのである。ところで，ここでの問題は商品の価値
14) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 87-88. 邦訳，第23
巻， 98-100ベージ。この二重の社会的性格の具体的な意味にはのちにふれる。
15)ここでついでにマルクスのつぎのような文章をあげておこう。「かれら〔商品所有者
たち〕がじぶんたちの商品をたがいに価値として関係させ， したがって商品として関係
させることができるのは，ただ，じぶんたちの商品を，一般的等価物としてのある他の
商品に対立的に関係させることによってのみである。このことは商品の分析があきらか
にした。しかし，ただ社会的行為だけが，ある一定の商品を一般的等価物にすることが
できる。それだから，あらゆる他の商品の社会的行動が，ある一定の商品を除外して，
この除外された商品であらゆる他の商品がじぶんたちの価値を全面的にあらわすのであ
る。このことによって， この商品の現物形態は， 社会的にみとめられた等価形態にな
る。一般的等価物であることは，社会的過程によって，この除外された商品の独自な社
会的機能になる。こうして，この商品は一貨幣になるのである。」 (Ebenda.,S. 101. 
邦訳，同上， 116ペー ジ。） ， 
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であるが，マルクスはこれを前述のような同等の人間労働，抽象的人間労働の
対象化または物質化としてとらえ，そして「価値を形成する実体」というもの
をかんがえるのである。16) このような実体の概念はきわめて重要である。そ
れによって，価値の現象形態としての交換価値とか，価値のとる貨幣形態や商
品形態とか，諸価値量やその総計などについて語ることができるようになるの
である。それはとにかく，価値の実体にかんするマルクスのもっとくわしい叙
述についてみることとしよう。かれはつぎのようにのべている。「諸価値の実
体をなしている労働は，おなじ人間労働であり，おなじ人間労働力の支出であ
る。商品世界の諸価値となってあらわれる社会の総労働力は，無数の個別的労
働力からなっているのであるが，ここではひとつのおなじ人間労働としてみと
められるのである。これらの個別的労働力のおのおのは，それが社会的平均労
働力という性格をもち，このような社会的平均労働力として作用し，したがっ
て一商品の生産においてただ平均的に必要な，または社会的に必要な労働時間
だけを要するかぎり，他の労働力とおなじ人間労働力なのである。社会的に必
要な労働時間とは，現存の社会的に正常な生産条件と，労働の熟練や強度の社
会的平均度とをもって，なんらかの使用価値を生産するために必要な労働時間
である。」 17)19)
これによってあきらかなように，価値の実体といっても，それは社会的なも
16) Vgl. ebenda, S. 53. 邦訳，同上， 52ペー ジ。
17) Ebenda, S. 53. 邦訳，同上， 53ページ。
18)上述のように「社会的に必要な労働時間」は二つのことを前提している。「労働の熟
練や強度の社会的平均度」ということはそのひとつであるが，これにかんしてマルクス
は「複雑労働」の「単純な平均労働」への換算という問題にふれている。しかし最後に
かれはこうのぺている。「いろいろの労働種類がその度量単位としての単純労働に換算
されるいろいろの比率は，ひとつの社会的過程によって生産者の背後で確定され， した
がって生産者たちにとっては慣習によってあたえられたもののようにおもわれる。簡単
化のために，以下では各種の労働力を直接に単純労働力とみなすのであるが，それはた
だ換算の労をはぶくためにすぎない。」 (Ebenda.,S. 59. 邦訳，同上， 60ペー ジ。）
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のであり，いわゆる社会的実体19)である。その実体をなしている労働は「お
なじ人間労働」であり， 「おなじ人間労働力の支出」であるが，これは商品の
生産において「平均的に必要な，または社会的に必要な労働時間」をさすこと
になる。そこで， 価値の大きさについていえば， 「ある使用価値の価値量を規
定するものは，ただ，社会的に必要な労働の量，すなわちその使用価値の生産
に社会的に必要な労働時間だけである。」 20)こうして，ある使用価値をもつお
なじ商品の一般的な価値はそれの生産に社会的に必要な労働量または労働時間
によって量的に規定されることになるが， そういう価値は個別的価値と区別
して社会的価値とよばれ， 21) この社会的価値は市場価値とみなされるのであ
る。22)28) 
さてつぎは価値による社会的労働の配分の規制ということであるが，これに
かんしてはまずマルクスのつぎの文章が注目される。すなわち， 「たがいに独
立に営まれながらしかも社会的分業の自然発生的な諸環として全面的にたがい
に依存しあう私的諸労働が，たえずそれらの社会的に均衡のとれた大きさに還
元されるのは，私的諸労働の生産物の偶然的なたえず変動する諸交換比率をつ
うじて，それらの生産物の生産に社会的に必要な労働時間が，たとえばだれか
の頭上に家が倒れてくるときの重力の法則のように，規制的な自然法則として
19) V gl. ebenda, S. 52. 邦訳，同上， 52ページ。
20) Ebenda, S. 54. 邦訳，同上， 53ページ。
21) Ebende, S. 336. 邦訳，同上， 417ページ。
22) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Maか邸gelsWerke, Bd. 25, S. 190, 192. 邦訳，第
25巻， 227,230ページ。
23)ここで価値表現の問題にふれておこう。諸商品の価値は貨幣（金）であらわされなけ
ればならない。こうして諸商品の価値はたがいに比較され，はかられるのである。そこ
でいろいろの価値量をとりあつかう問題においては，貨幣の一定の価値を前提したうえ
で，貨幣での価値表現（価格）がもちいられ，しかもそれは貨幣名でしめされる。たと
えば， 1労働時間に生産される価値が6ペンスすなわち半シリングであらわされたり，
不変資本や可変資本の価値が410ポンドや90ボンドであらわされたり， また価値量がた
んに数字でしめされているばあいにもそれは何ポンドかであらわされているのである。
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強力的に自己を貫徹するからである。」 24)
これによれば，社会的分業のもとにおいて社会的総労働の諸環となっている
「私的諸労働が，たえずそれらの社会的に均衡のとれた大きさに還元されるの
は」「それらの生産物の生産に社会的に必要な労働時間」が「規制的な自然法
則」として作用するからである。これをかんたんにいいかえるならば，社会的
労働の配分は諸商品の社会的価値によって規制されるということになる。そし
て，具体的にいえば，このことは諸商品の需要と供給とはそれぞれの社会的価
値によって規制されるということにほかならない。しかしこうした規制関係に
ついてはマルクスの諸議論をもっとくわしくしらぺてみなければならない。
まず需要の側であるが，マルクスは「需要の原則を規制するもの」としての
「社会的欲望」 25)についてこう論じている。「使用価値は，個々の商品のばあ
いには，その商品がそれじたいとしてひとつの欲望をみたすことにかかってい
るとすれば，社会的生産物量のばあいには，この生産物量がそれぞれの特殊な
種類の生産物にたいする量的に規定された社会的欲望に適合しているというこ
と，したがって，労働がこれらの量的に限定されている社会的欲望に比例して
いろいろの生産部面に均衡をたもって配分されているということに，かかって
いる。·…••社会的欲望，すなわち社会的規模での使用価値が，ここでは社会的
総労働時間のうちからいろいろの特殊な生産部面にわりあてられる部分を規定
するものとしてあらわれるのである。しかし，それは，すでに個々の商品のば
あいにもあらわれるおなじ法則でしかない。すなわち，商品の使用価値は商品
の交換価値の，したがって商品の価値の，前提だという法則である。」 26)
この文章でマルクスはいろいろの社会的欲望に比例しての社会的労働の配分
24) Marx, Das Kapial, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 89. 邦訳，第23巻，
101ペー ジ。
25) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 191. 邦訳，第25巻，
229ペー ジ。
26) Ebenda, S. 648-649. 邦訳，同上， 820-821ペー ジ。
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ということを強調している。「社会的欲望， すなわち社会的規模での使用価値
が，ここでは社会的総労働時間のうちからいろいろの特殊な生産部面にわりあ
てられる部分を規定する」のである。そしてもしある特殊な生産部面に多すぎ
る社会的労働が支出されるならば， それの生産物の一部分はむだになる。「だ
から，その全体が，あたかもそれが必要な比例で生産されているかのようにし
か売られないのである。」 27)
しかしマルクスは別の個所では「ある商品が……それにふくまれている社会
的必要労働に比例して売られるためには，その商品種類の総量にふりむけられ
る社会的労働の総量が，この商品にたいする社会的欲望すなわち支払能力ある
社会的欲望の量に対応していなければならない」28)とのべているのであって，
これによってあきらかなように，社会的欲望の量は「支払能力ある社会的欲望
の量」でなければならない。またかれは「社会的欲望の要求する商品量，すな
わち社会が市場価値を支払うことのできる商品量」29)と書いており，ここに市
場価値というのは社会的価値とおなじものであるが，とにかく，その短い文句
によってもわかるように， 社会的欲望の量は， 「社会が市場価値を支払うこと
のできる」ものにほかならない。このことは社会的欲望の量が一定の市場価値
を前提としてさだまることをしめしている。だから，社会的欲望の量は，市場
価値が変動すればそれじしんも変動するであろう。そういう意味において，社
会的欲望の量，したがって需要は市場価値によって規制されるのである。
つぎは供給の側であるが，供給はあきらかに市場価値によって規制される。
そしてそれは市場価値によってさだまる需要と一致するのである。so)
そういうわけで，マルクスによれば「市場価値は需要と供給を規定する。」 81)
27) Ebenda, S. 649. 邦訳，同上， 821ペー ジ。
28) Ebenda, S. 202. 邦訳，同上， 242ペー ジ。
29) Eb暉 da,S. 190. 邦訳，同上， 228ペー ジ。
30) Vgl. eb珈 da,s. 190. 邦訳，同上， 228ペー ジ。
31) Eb切 da,S. 200. 邦訳，同上， 240ペー ジ。
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そして「商品がその市場価値どおりに売れるばあいには需要と供給とは一致し
ている。」 82)このような「諸商品の価値どおりの交換または販売は，合理的な
ものであり，諸商品の均衡の自然的法則である。」 33)34) 
これまでわれわれは価値法則にかんするマルクスの諸議論を二つにわけて検
討してきたが，これによってその法則の基本的な諸命題はほぽあきらかにした
つもりである。しかしここでさらにひとつの重要なことがらについてのべてお
かなければならない。マルクスによれば，資本主義的生産においては資本の蓄
積と労働生産力の増大とがたえずおこるのであるが，価値法則はこういう発展
過程のなかで自己を貫徹するのである。労働生産力が増大するばあいには，っ
うれい新たな生産方法がもちいられる。そして新たな生産方法を採用する資本
家は，かれの商品の個別的価値がおなじ商品の社会的価値よりも低いので，特
別剰余価値を取得することができる。「しかし，他方，新たな生産様式が一般
化され，したがって，より安く生産される商品の個別的価値とその商品の社会
的価値との差がなくなってしまえば，あの特別剰余価値もなくなる。労働時間
による価値規定の法則，それは，新たな方法をもちいる資本家には，じぶんの
商品をその社会的価値よりも安く売らざるをえないという形で感知されるよう
になるのであるが， このおなじ法則が，競争の強制法則として， かれの競争
相手たちを新たな生産様式の採用においてやるのである。」 35)こうして商品の
社会的価値が低落し，したがって新しい社会的価値において需要と供給とが一
32) Ebenda, S. 199. 邦訳，同上， 238ペー ジ。
33) Ebenda, S. 197. 邦訳，同上， 236ペー ジ。
34)市場価値による需要と供給との規制には複雑な事情が存在する。ある生産部面の商品
にたいする社会的欲望の量すなわち需要が変動するにつれてその商品の生産量が変動す
るときに，それとともにそれの生産の平均的な条件が変化するならば， とうぜんそれの
市場価値は影響をうけることとなる。だが，その商品の需要はけっきょくはそれの市場
価値によって規制されることになるのである。
35) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 337-338. 邦訳，第
23巻， 419ペー ジ。
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致するようになる。これは価値法則の貫徹をしめすものにほかならない。
しかし価値法則の現実における貫徹の仕方についてはつぎのことが想起され
なければならない。すなわち，商品の社会的価値または市場価値において需要
と供給とが一致するといっても，このことはいわゆる理想的平均の概念のもと
にかんがえられているのであって，現実においてはそれは過ぎ去った運動の平
均として実現されるのであり，そしてこの実現もただ近似的におこなわれるに
すぎないのである。
3 市場価値
マルクスが商品の社会的価値を市場価値とみなしていることについてはすで
にのぺておいたが，われわれはここで『資本論』第3部第2篇第10章「競争に
よる一般的利潤率の平均化 市場価格と市場価値超過利潤」のなかのとくに
市場価値にかんす議論をとりあげる。この議論は商品の生産に社会的に必要な
労働時間による価値規定を生産条件にかんれんしてくわしく展開している点で
重要である。
前述のように，マルクスによれば，商品の生産に社会的に必要な労働時間は
「現存の社会的に正常な生産条件」と「労働の熟練や強度の社会的平均度」の
もとではかられるのであるが，ある生産部面で個々の商品の生産における労働
の熟練や強度が異ならないとしても，生産条件が異なるならば，個々の商品の
個別的価値も異なるであろう。しかし競争によっていろいろの個別的価値はひ
とつの社会的価値に平均化される。この社会的価値は市場価値である。このよ
うにして，競争はある生産部面で「諸商品のいろいろの個別的価値からおなじ
市場価値…•••を成立させる」 36) のである。
さて，これから同章のなかの市場価値にかんするいろいろの議論を検討する
36) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 190. 邦訳，第25巻，
227ペー ジ。
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こととするが，既述のように，マルクスは市場価値を理想的平均において叙述
するのであって，われわれはまずこのことに注意しておこう。もっともかれは
のちにはいわゆる異常な組合わせのもとで平均的でないものもとりあっかうの
であるが。それはとにかく，マルクスが市場価値の概念とその規定についての．． 
べている文章をみると， こう書いてある。「いつでも市場価値……は，いろい
ろの生産者によって生産される個々の商品の個別的価値とは区別されなければ
ならないであろう。これらの商品のあるものの個別的価値は市場価値よりも低
い（すなわち，その生産に必要な労働時間は市場価値があらわしている労働時
間よりも少ない）であろうし，他のものの個別的価値は市場価値よりも高いで
あろう。市場価値は，一面ではひとつの部面で生産される諸商品の平均価値と
みられるべきであろうし，他面ではその部面の平均的な条件のもとで生産され
てその部面の生産物の大量をなしている諸商品の個別的価値とみられるべきで
あろう。……平均価値での，すなわち両極〔最良の条件のもとにあるものと最
悪の条件のもとにあるもの〕の中間にある大量の商品の中位価値での，商品の
供給が，通常の需要をみたすばあいには，市場価値よりも低い個別的価値をも
つ商品は特別剰余価値または超過利潤を実現するが，市場価値よりも高い個別
的価値をもつ商品はそれじしんがふくんでいる剰余価値の一部分を実現するこ
とができないのである。」 87)
これによってみれば，市場価値は個々の商品の個別的価値とは区別すべき一
般的価値である。そしていまの場合にはそれはひとつの生産部面で生産される
諸商品の平均価値であるとともに，その部面の平均的な条件のもとで生産され
る大量の商品の個別的価値である。このように三つの価値がすぺてひとしいと
いうことは，この場合の特徴であって，注目にあたいする。しかし三つの価値
の関係はかならずしもそのようなものであるとはかぎらない。それとは異なる
諸場合もみいだされる。これらにはのちにふれる。
37) Ebenda, S. 187-188. 邦訳，同上， 225ペー ジ。
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ところで，マルクスは，さらに，それぞれ異なった状況のもとにある三つの
異なる場合における市場価値の規定についてつぎのように論じている。一
「これらの商品の大量はほとんど同等の正常的な社会的条件のものとで生産
されており，したがって，この価値は，同時に，この商品量を構成する個々の
商品の個別的価値である，と仮定しよう。いま，比較的に小さい一部分はこの
条件よりもわるい条件で生産され，他の一部分はそれよりもよい条件で生産さ
れており， したがって一方の部分の個別的価値はこの商品の大きな部分の中位
的価値よりも大きく，他方の部分の個別的価値はこの中位的価値よりも小さい
が， しかしこの両極は相殺されて，両極に属する商品の平均価値は中位の大量
に属する商品の価値にひとしいとすれば，その場合には，市場価値は，中位の
条件のもとで生産された商品の価値によって規定されている。この商品量全体
の価値は，中位の条件のもとで生産されたものも，それよりも下または上の条
件のもとで生産されたものもふくめて，すべての個々の商品の価値を合計した
現実の総額にひとしい。この場合には，この商品量の市場価値または社会的価
値―この商品量に必然的にふくまれている労働時間ーは，中位の大量の価
値によって規定されているのである。
「これとは反対に，問題の商品の市場に出される総量はやはりおなじである
が，しかし，わるいほうの条件のもとで生産される商品の価値がよいほうの条
件のもとで生産される商品の価値と相殺されないために，わるいほうの条件の
もとで生産される商品量部分が中位の商品量にくらべても他方の極にくらべて
も相対的にかなりの大きさをしめていると仮定すれば，その場合にはわるいほ
うの条件のもとで生産される商品量が市場価値または社会的価値を規制するの
である。
「最後に， 中位よりもよい条件のもとで生産される商品量が， 中位よりも
わるい条件のもとで生産される商品量よりもずっと多く， また中位の事情の
もとで生産される商品量にくらべてもかなりの大きさをしめていると仮定す
れば， その場合には最良の条件のもとで生産される部分が市場価値を規制す
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るのである。」 88)
このようにマルクスは三つの異なる場合における市場価値の三つの異なった
高さをしめしているが，どの場合にも市場価値は平均価値なのである。第 1の
場合はさいしょにのべておいた場合に該当するのであるが，それにおいては，
最悪の条件のものと最良の条件のものとが相殺されるから，中位の条件が平均
的な条件とみなされる。そして，このような中位の条件のもとで生産される大
量の商品の個別的価値，つまり平均価値によって市場価値が規定されるのであ
る。しかし残りの二つの場合においてはそういった規定はかならずしも明確に
しめされていない。そこでマルクスがもっと「厳密に」市場価値の規定につい
て論じている諸文章を引用しておこう。一
「第 1の場合には，中位の価値によって規制される全商品量の市場価値は，
それぞれの個別的価値の総計にひとしい。といっても，両極で生産される商品
にとってはこの価値はその商品におしつけられた平均価値としてあらわれるの
であるが。その場合，最悪の極で生産する人々はじぶんの商品の個別的価値よ
りも安く売らなければならないが，最良の極で生産する人々は個別的価値より
も高く売るのである。
「第2の場合には，両方の極で生産される個別的価値量が相殺されないで，
わるいほうの条件のもとで生産されるものが決定する。厳密にいえば，各個の
商品の，または総商品量の各可除部分の，平均価格〔平均価値？〕または市場
価値は，いまは，いろいろの条件のもとで生産される商品の価値の加算によっ
てでてくる商品量の総価値によって，そしてこの総価値から個々の商品にわり
あてられる可除部分によって規定されているであろう。このようにしてえられ
る市場価値は，有利な極に属する商品の個別的価値よりも高いだけでなく，中
位の層に属する商品の個別的価値にくらべてもそれよりも高いであろう。しか
し，それは，不利な極で生産される商品の個別的価値にくらべれば，やはりそ
38) Ebenda, S. 192. 邦訳，同上， 230-231ページ。
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れよりも低いであろう。市場価値がどの程度までこれに近づくか，またはけっ
きょくこれと一致するかは，まった＜，不利な極で生産される商品量がその商
品部面でどれだけの範囲をしめるかによってさだまる。……
「最後に，第3の場合のように，有利な極で生産される商品量が，たんに他
方の極のものにくらべてだけではなく中位の条件のものとくらべても，より大
きい範囲をしめているならば，市場価値は中位の価値よりも低くなる。両極と
中位との価値総額の加算によって計算された平均価値は，この場合には中位の
価値よりも低い。そして，それは，有利な極がしめる範囲の相対的な大きさに
よって，中位の価値に近くもなれば遠くもなる。……」 39)
ここではマルクスは三つの場合におなじ厳密なやり方で市場価値の規定を論
じているが，その市場価値は加重算術平均として計算された平均価値にほかな
らない。ただし第 1の場合をのけばそれはどんな個別的価値ともひとしくない
のである。いずれにしても，その平均価値は競争によるいろいろの個別的価値
の平均化として生ずるものであることはいうまでもない。しかし，その平均化
には三つの異なった条件のもとで生産される各商品がそれぞれの個別的価値の
ほかにそれぞれの相対的な分量にそうおうする重みをもって参加し，したがっ
て，どのような条件のもとで生産されようとも，大量の商品が支配的な役割を
するのである。そしてこうした市場価値において需要と供給とが一致するとか
んがえられているのである。ところで，それら三つの場合がたがいにどのよう
な関係をもっているかは問題であるが，マルクスはそれらの場合について「商
品量のうちの異なった条件のもとで生産される諸成分の割合に変化が生ず
る」 40)のであるといっており， このことはその問題にかんする考察にひとつ
の手がかりをあたえるであろう。
いまはこれだけのことを指示するにとどめ，マルクスの議論にたちもどるこ
39) Ebenda, S. 193-194. 邦訳，同上， 231-232ペー ジ。
40) Ebenda, S. 194. 邦訳，同上， 233ペー ジ。
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ととしよう。かれは上記のような三つの場合の平均価値による市場価値の規定
を論じたのちにつぎのようにのべているが，その叙述の後半に注目するを要す
る。すなわち，「これまでにあたえられた市場価値にかんする規定では，生産さ
れる商品の量はおなじであり，あたえられた量であるということが想定されて
いる。また，この商品量のうちの異なった条件のもとで生産される諸成分の割
合に変化が生ずるだけであるということ，したがってこのおなじ商品量の市場
価値がいろいろ異なって規制されるということが想定されている。この商品量
が通常の供給量だと仮定しよう。…•••いまこの商品量にたいする需要もまた通
常のものであれば，この商品はその市場価値で売られる。この市場価値を，前
に研究した三つの場合のどれが規制しようとも，そうである。この商品量は，
ただある欲望をみたすだけでなく， それをその社会的な範囲でみたすのであ
る。これと反対に，商品量がそれにたいする需要よりも小さいかまたは大きい
ならば，その場合には市場価値からの市場価格の偏差があらわれる。そして，
第1の偏差は，もし商品量が少なすぎれば，つねに，最悪の条件のもとで生産
される商品が市場価値を規制し，もし多すぎれば，つねに，最良の条件のもと
で生産される商品が規制するということであり，したがって，それぞれ異なっ
た条件のもとで生産されるいくつもの商品量のあいだのたんなる割合からみれ
ば別の結果が生ぜざるをえないであろうにもかかわらず，両極の一方が市場価
値を規定するということである。需要と生産物量との差がもっと大きければ，
市場価格も市場価値から上か下かにもっとひどくかたよるであろう。」 41)
この最後のところでマルクスは「最悪の条件のもとで生産される商品が市場
価値を規制し」 とか， 「最良の条件のもとで生産される商品が規制する」とか
のべているが，これは，前掲の第 2の場合や第 3の場合とは異なり，そういう
最悪の条件または最良の条件のもとで生産される商品の個別的価値が市場価値
を規制することを意味するのである。このことはこれまでとはまったく異なる
41) Ebenda, S. 194-195. 邦訳，同上， 233-234ページ。
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市場価値の規定をしめしている。そしてそういう規制が生ずるのは，商品量
が，通常の需要，つまり平均価値で売れる量よりも小さいかまたは大きいから
にほかならない。これはいわゆる「異常な組合わせ」42)であって，このような
組合わせのもとでは平均価値からの偏差があらわれることとなる。こういうば
あいには市場価値は平均価値ではないのである。48)
ところで，このように，最悪の条件または最良の条件のもとで生産される商
品の個別的価値が市場価値を規制するときは，市場価値は平均価値よりも大き
いかまたは小さいということになるが，こうしたことは具体的にはどんな状況
でおこるのであろうか。最悪の条件のもとで生産される商品の個別的価値が市
場価値を規制し，市場価値が平均価値よりも大きくなるのは，商品量がそれに
たいする通常の需要よりも小さいからである。もしもその商品の供給が十分に
増加しうるならば，市場価値は平均価値によって規制されることになるであろ
う。だから，最悪の条件のもとで生産される商品の個別的価値による市場価値
の規制は，なんらかの事情によってその商品の供給が十分に増加しえないばあ
いにおこなわれるのである。マルクスによれば，このようなばあいの実例は農
業でみられる。農業においては，耕作の拡張にも追加的投資にも制限があるか
ら，それの生産物は十分に増加しえないのである。したがって，最劣等地また
は最終投資の生産物の生産価格が規制的市場価格となるのであるが，それは現
実の平均価格をこえている。そして超過利潤が地代となるわけである。44) こ
42) Ebenda, S. 188. 邦訳，同上， 225ペー ジ。
-43)マルクスが市場価値の定義についてのべているところによると，ある生産部面におけ
る諸商品の「一般的価値は， これと各個の商品の個別的価値との比がどうであろうと
も，すべての商品についておなじである。この共通な価値こそ，それらの商品の市場価
値であり， それらの商品が市場に出てくるときの価値である。」 (Marx,Theorien, 2. 
Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Teil, S. 202-203. 邦訳，第26巻，第2分冊，
265ページ。）こういう定義によれば，市場価値は平均価値よりも外延が大きい。それは
平均価値でないものもふくむのである。
-4) Vgl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 661, 671, 673, 
690. 邦訳，第25巻， 842,849, 852, 873-874ペー ジ。
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れまでの用語でいえば，最悪の条件のもとでの生産物の個別的価値が市場価値
となるのであるが，これは平均価値をこえている。こうしていわゆる虚偽の社
会的価値が生みだされるのである。45)
つぎに，最良の条件のもとで生産される商品の個別的価値が市場価値を規制
し，市場価値が平均価値よりも小さくなるのは，商品量がそれにたいする通常
の需要よりも大きいからである。もしもその商品の供給が十分に減少するなら
ば，市場価値は平均価値によって規制されることになるであろう。だから，最
良の条件のもとで生産される商品の個別的価値による市場価値の規制は，なん
らかの事情によってその商品の供給が十分に減少しえないばあいにおこなわれ
るのである。しかしこのばあいについてはマルクスは「最良の条件のもとで生
産される商品の個別的価値と市場価値とが一致することは，供給が需要をはる
かにこえるばあいよりほかには， けっしてありえない」 46)とのべているだけ
で，とくにその実例をしめしてはいないようにおもわれる。47)
45)マルクスは差額地代の成立を数字例で説明したのちにこうのべている。「これは， 資
本主義的生産様式の基礎のうえで競争の媒介によって実現される市場価値による規定で
ある。この規定は，ある虚偽の社会的価値を生みだす。これは土地生産物がしたがわさ
れる市場価値の法則から生ずる。」 (Ebenda,S. 673. 邦訳，同上， 852ペー ジ。）
46) Ebenda, S. 194. 邦訳，同上， 232ページ。
47)ある脚注でマルクスは「最良の条件のもとで生産される商品によって価格が規制され
る場合についてのコーベトの所論を参照せよ」 (Ebenda,S. 193 Fussnote 30. 邦訳，
同上， 231ページ，注30)と書いているが， コーベトの所論によれば， 工業では価格は
最良の条件のもとで生産される商品によって規制される。そしてこのような商品はあた
えられた種類の全商品中の大量をなすものである。 (V gl. Marx, Theorien, 2. Teil. 
Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Tei!, Anmerkungen 47. 邦訳，第26巻第2分冊，
注解 47。)こういう見解についてマルクスはつぎのようにのべている。「コーベトなど
は， 国内にかんするかぎり， 過剰生産は大工業の常態であり， したがって， 過剰生産
は，対外市場もまた収縮するような特定の状況のもとでだけ，恐慌をひきおこすのだ，
と説いている。」 (Ebenda,S. 498-499. 邦訳，同上， 672ページ。）これによると，コー
ベトはそうした価格の規制を工業一般にかんして論じているようである。マルクスにあ
っては，最良の条件のもとで生産される商品の個別的価値による市場価値の規制は工業
の特殊な部面において生ずるのであろう。
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以上，いろいろの場合の市場価値の規定についてマルクスがのべている諸議
論を検討してきた。それらの規定はかれによって「市場価値の法則」と総称さ
れているが，最後にわれわれはこの法則の現実における貫徹の仕方にかんする
問題に言及しておかなければならない。それは市場価値の実現ということにか
かわるものにほかならない。マルクスによれば， 「いろいろの生産部面の商品
が価値どおりに売られるという仮定が意味していることは，もちろん，ただ，
商品の価値が重心となって商品の価値はこの重心をめぐって運動し価格の不断
の騰落はこの重心に平均化されるということだけである。」 48)ここに価値とい
うのは市場価値をさし，価格というのは市場価格をさすものとみなされる。そ
こで商品の市場価値が重心となって商品の市場価格の不断の騰落がこの重心に
平均化されるということになる。いいかえれば，市場価値は市場価格の不断の
諸変動の平均として実現されるわけである。ただしこの実現もただ近似的にお
こなわれるにすぎないのである。
4 生産価格。独占価格
つぎにわれわれは『資本論』第 3部第 2篇第9章「一般的利潤率（平均利潤
率）の形成と商品価値の生産価格への転化」その他の生産価格にかんするマ）レ
クスの諸議論に目をむけよう。前述のように，かれによれば，競争はひとつの
生産部面で個々の商品の異なった個別的価値からおなじ市場価値を成立させる
が，いろいろの生産部面での剰余価値率がひとしいとすれば，いろいろの生産
部面において資本の有機的構成が異なるから，利潤率はさまざまに異なること
になる。しかし「いろいろの部面の諸資本の競争は，いろいろの部面のいろい
ろの利潤率を平均化するような生産価格を生みだす。」 49)こうして「商品価値
48) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 187. 邦訳，第25巻，
224-225ペー ジ。
49) Ebenda, S. 190. 邦訳，同上， 227ペー ジ。
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の生産価格への転化」がおこる。いわば価値法則の実現において変容があらわ
れるのである。
さて，マルクスは生産価格も理想的平均において叙述するのであるが，われ
われはまずかれがこのような想定のもとに生産価格が成立することそれじたい
についてのぺている文章をみることとしよう。そのなかでかれは諸生産部門に
おける同一の剰余価値率を前提したうえでこう論じている。「いろいろの生産
部門に投ぜられている諸資本の有機的構成が異なっているために， したがっ
て，あたえられた大きさの総資本のなかで可変部分がしめる百分率の相違にお
うじておなじ大きさの諸資本がひじょうに異なった量の労働を動かすという事
情のために，それらの資本によってひじょうに異なった量の剰余労働が取得さ
れ，いいかえればそれらの資本によってひじょうに異なった量の剰余価値が生
産される。したがって，いろいろの生産部門で支配的な利潤率はがんらいひじ
ょうに異なっている。これらのいろいろの利潤率は，競争によって，これらの
いろいろの利潤の全体の平均であるひとつの一般的利潤率に平均化される。こ
の一般的利潤率にしたがって，あたえられた大きさの資本にその有機的構成が
どうであるかにかかわりなくわりあてられる利潤は，平均利潤とよばれる。一
商品の費用価格プラスその商品の生産に充用された資本（たんにその生産に消
費された資本だけではない）にたいする年平均利潤のうちその商品の回転条件
に比例してその商品にわりあてられる部分，これにひとしい価格はその商品の
生産価格である。」 50)
これによってみれば，諸資本の競争による一般的利潤率（平均利潤率）の形成
にもとづいて生産価格が成立するのである。そして上の文章では一商品の生産
価格についてのべてあるが，マルクスによってはしばしばある生産部門におけ
る全体の商品量の生産価格が論じられている。そしてそのばあいに同部門にお
ける個々の商品の生産条件がすべてひとしいならば，個々の商品の個別的生産
50) Ebenda, S. 167-168. 邦訳，同上， 200-201ペー ジ。
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価格はすぺてひとしい。しかしもし個々の商品の生産条件が異なるならば，個
々の商品の個別的生産価格は異なるであろう。だから，市場価値のばあいとお
なじようにして市場生産価格が規定されなければならない。しかしこうしたこ
とはさしあたり度外視されるのである。
ところで，ひとたび生産価格が成立すると「ひとつの特殊な生産部面で現実
に生産される剰余価値，したがって利潤が，商品の販売価格にふくまれている
利潤と一致するのは，もはや偶然でしかない」51)ということになるが，おなじ
ようにその生産部面の商品の価値がそれの生産価格と一致するのも偶然でしか
ないということになるのであって，マルクスはこのことをつぎのように数式で
しめしている。「社会的平均資本の構成が 80c+20vであり，年剰余価値率 m'
が100彩にひとしいとすれば，資本100あたりの年平均利潤は20にひとしく，一
般的年利潤率は20彩にひとしいであろう。いま資本100によって 1年間に生産
される商品の費用価格 Kがどれだけであろうと， とにかくそれらの商品の生
産価格は k+20にひとしいであろう。資本の構成が (80-x)c+(20+x)vにひ
としい生産部面では，現実に生産される剰余価値，またはこの部面のなかで生
産される年利潤は20+xにひとしく，したがって20よりも大きく，そして生産
される商品価値は k+20+xにひとしく， k+20すなわちその商品の生産価格
よりも大きいであろう。 資本の構成が (80+x)c+(20-x)vだという部面で
は，一年間に生産される剰余価値または利潤は20-xにひとしく，したがって
20よりも小さく，そしてそれゆえに商品価値k+20-xは生産価格k+20より
も小さいであろう。あるかもしれない回転期間の相違を無視すれば，商品の生
産価格が商品の価値と一致するのは．ただ，資本の構成がたまたま80c+20vに
ひとしい部面だけであろう。」 52)
こうして価値法則の実現は変容されることになるが，それにもかかわらず，
51) Ebenda, S. 17. 邦訳，同上， 212ペー ジ。
52) Eb暉 da,S. 173. 邦訳，同上， 207ペー ジ。
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マルクスはいろいろの異なった資本構成をもついろいろの生産部面をいっしょ
にした総体を考慮にいれて，つぎのように論じている。一一
「もろもろの生産部面のうちの一部分では，そこで充用されている資本が中
位の構成または平均構成をもっている。すなわち，まったくまたは近似的に社
会的平均資本の構成をもっている。
「このような部面では，生産される商品の生産価格は，貨幣であらわされた
その商品の価値とまったく一致しているかまたはほぽ一致している。ほかの仕
方では数学的限界に到達することができないとしても，この仕方ではできるで
あろう。競争は，おのおのの部面の生産価格がこのような中位構成の部面の生
産価格すなわち k+kp'(費用価格プラス平均利潤率と費用価格との積） にな
らって形成されるように，社会の資本をいろいろの生産部面のあいだに配分す
る。ところが，この平均利潤率は，かの中位構成の部面，つまり利潤が剰余価
値と一致する部面での利潤が百分比で計算されたものにほかならない。だか
ら，利潤率はすべての部面でおなじなのである。すなわち，資本の平均構成が
支配しているそれらの中位の生産部面の利潤率に平均化されているのである。
それだから，すべてのいろいろの生産部面の利潤の総計は剰余価値の総計にひ
としくなければならないのであり，また社会的総生産物の生産価格の総計はそ
の価値の総計にひとしくなければならないのである。」 58)
このように，マルクスは，いろいろの生産部面の利潤の総計が剰余価値の総
計にひとしく，社会的総生産物の生産価格の総計がその価値の総計にひとしく
なければならないことを指摘し，またこのことを強調するのであるが，さらに
かれは価値法則についてつぎのように論じているのであって，これはその法則
の貫徹ということにかんれんして注目にあたいする。すなわち，ー一
「価格がどのようにして規制されていようとも，つぎのことはあきらかであ
る。
53) Ebenda, S. 182. 邦訳，同上， 218ページ。
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「(1) 価値法則は価格の運動を支配する。この支配は，生産に必要な労働時
間の増減が生産価格を上下させるということによっておこなわれる。……
「(2) 生産価格を規定する平均利潤は，つねに，社会的総資本の可除部分と
してあたえられた一資本にわりあてられる剰余価値量とほぽひとしくなければ
ならない。一般的利潤率，したがって平均利潤が，現実の平均剰余価値をそれ
の貨幣価値で計算したものよりも高いある貨幣価値であらわされていると仮定
しよう。そのばあい，資本家たちが考察されるかぎりでは，かれらがたがいに
じぶんのものと見積もる利潤が10形であるか1596であるかは，どうでもよいこ
とである。どちらの百分率も現実の商品価値に合致しない。なぜならば，貨幣
表現を大きくしすぎるということはおたがいさまであるからである。しかし，
労働者たちについていえば（前提によれば，かれらはかれらの正常な労賃をう
けとるのであり，したがって，平均利潤の引上げは，労賃からの現実の控除，
すなわち資本家の正常な剰余価値とはまった＜ぺつなものを，あらわすのでは
ないのだから），平均利潤の引上げによって生ずる商品価格の引上げには，可変
資本の貨幣表現の増大が対応しなければならない。じっさい，このように利潤
率と平均利潤とを現実の剰余価値の前貸総資本にたいする比によってあたえら
れる率よりも高く一般的に名目的に引上げることは，労賃の引上げをともなう
ことなしには，また不変資本を形成する諸商品の価格の引上げをともなうこと
なしには， 可能でないのである。おなじようにして引下げの場合には逆であ
る。ところで，諸商品の総価値は総剰余価値を規制するが，この総剰余価値は
平均利潤の高さ，したがって一般的利潤率の高さを規制する―—般的法則と
して，または諸変動を支配するものとして一のだから，価値法則は生産価格
を規制するのである。」 54)
ここでマルクスが論じていることの要点をのべるならば，価格がさいしょに
どのように規制されていようとも，価値法則は価格の運動を支配する。また諸
54) Ebenda, S. 189. 邦訳，同上， 226-227ページ。
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商品の総価値が総剰余価値を規制し，総剰余価値が平均利潤の高さを規制する
のだから，価値法則は生産価格を規制する。かりに商品価値の貨幣表現が大き
すぎたり小さすぎたりするようなことがあっても，そうである。これらの命題
がしめすように，価値法則は生産価格において自己を貫徹するのである。
しかしわれわれはここでそういう価値法則の貫徹に関係があるひとつの問題
についてあらまし考察しておかなければならない。それはいわゆる 「転化問
題」であって，商品価値が生産価格に転化するさいに費用価格にかんれんして
おこってくるものにほかならない。マルクスは「資本主義生産では生産資本の
諸要素は原則として市場で買われるのであり，したがってそれらの価格はすで
に実現された利潤をふんでいるのだから，ある産業部門の生産価格がそれにふ
くまれている利潤といっしょに他の産業部門の費用価格にはいるのだという事
実，つまり一方の産業部門の利潤が他方の産業部門の費用価格にはいってゆく
という事実」 55)を指摘し， そしてそのために商品の費用価格の規定に変容が
はいってくることをみとめて， つぎのように書いている。「以上にのべたこと
によって，商品の費用価格の規定についてたしかにひとつの変容がはいってき
ている。さいしょは，商品の費用価格はその商品の生産に消費される諸商品の
価値にひとしいと仮定した。ところが，商品の生産価格は，その商品の買手に
とっては費用価格であり，したがって費用価格として別の商品の価格形成には
いることがありうる。生産価格は商品の価値からかたよることもありうるのだ
から，ある商品の費用価格のうちに他の商品のこのような生産価格がふくまれ
ているばあいには，この費用価格も，その商品の総価値のうちその商品にはい
る生産手段の価値によって形成される部分よりも大きいかまたは小さいことが
ありうる。そこで，費用価格のこのような変容された意味を頭にいれておくこ
とが必要であり，したがって，ある特殊な生産部面で商品の費用価格がその商
品の生産に消費される生産手段の価値にひとしいとされるばあいには，いつで
55) Ebenda, S. 169. 邦訳，同上， 203ペー ジ。
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も誤差がありうるということに注意しておくことが必要ある。」56)しかしその
すぐあとでマルクスは「われわれの当面の研究にとっては，この点にこれ以上
くわしくたちいる必要はない」とのぺているのである。57)
ところが，一部の学者は，このようなマルクスの態度に不満をいだき，数学
的方法によって問題を精密に説明しようとしている。そういう説明の代表的な
ものについてみるに，それはだいたいつぎのようなものである。社会的生産が
三つの部門，すなわち生産手段を生産する第 1部門，労働者の消費財を生産す
る第2部門，資本家の消費財を生産する第3部門にわけられる。そして単純再
生産の条件をみたしている価値表式から出発して，おなじ条件をみたしている
価格表式がつくられる。まず三つの部門の価値関係がつぎの三つの方程式であ
らわされる (cゎ C2,Csはそれぞれ第 1,第2,第3部門における不変資本，
Vゎ四， Vsは可変資本， mぃ m2,maは剰余価値である）。
c1 +vi +mi =ci +c2 +ca 
C2十四+m2=v1+四+va
Ca十四+ma=mi+m2+ms
そしてそれぞれの価値が価格に換算されるのであるが，これはつぎの三つの方
程式を解くことによっておこなわれる (Pは一般的利潤率である）。
(1 +P)(c1x十尻y)=(ci +c叶 Ca泣
(1 +P)(c2x+v2y)=(vけ匹十Vs)Y
(1 +P)(cax+vsy) =(mけ m叶 ma)z
しかし，これら三つの方程式は換算率ふy,zおよび利潤率 Pを未知数として
ふくんでおり，未知数のほうがひとつ多いから，第 3部門の財貨が価値および
価格の尺度とみなされ， z=1とおかれる。 このような方法で具体的な数字例
につき換算をおこない価値表式と価格表式とを比較したのちに，つぎのような
56) Ebenda, S. 174. 邦訳，同上， 208-209ペー ジ。
57) Ebenda, S. 174. 邦訳，同上， 209ペー ジ。
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結果がしめされる。すなわち， (1) 総価格は総価値をこえる。 (2) 総利潤は総
剰余価値にひとしい。 (1)は価値および価格の尺度としてやくだつ財貨をふくむ
第 3部門における資本の有機的構成が相対的に低いことにもとづき， (2)は価値
および価格の尺度としてやくだつ財貨が第3部門に属していることにもとづく
のである。58) ところで，一般的にかんがえると， 問題は， 価値および価格の
尺度としてやくだつ財貨（金）の生産が属している第3部門における資本の有
機的構成のいかんである。 もしこれが社会的資本の平均構成にひとしいなら
ば，総価格は総価値にひとしいということになるのである。59)
これが転化問題にかんする数学的な説明の代表的なものの大要である。その
特徴についていえば，単純再生産の条件をみたしている価値表式におけるそれ
ぞれの価値がおなじ条件をみたしている価格表式におけるそれぞれの価格に換
算され，これは連立方程式を解くことによっておこなわれるのであるが，その
さいに，貨幣商品，金の生産が属している第 3部門における資本の有機的構成
が相対的にどのようなものであるかによってそれぞれの価格が影響されること
になっている。そこで，総価格が総価値にひとしいこともあり，より大きいこ
ともあり，より小さいこともある。しかしこれらのことはたんなる貨幣表現の
問題に帰着する。こうして，その説明では，じつはほんらいの転化問題がたん
なる貨幣表現の問題と混同されているのである。しかしこの二つの問題はまっ
た＜性質を異にするものであるから，はっきり区別されなければならない。
いまたんなる貨幣表現の問題はしばらくおいて，前述の諸仮定のもとにほん
らいの転化問題だけについてかんがえてみる。マルクスは商品の生産価格の変
動を論ずるさいに「おなじ価値のたんなる貨幣表現の変化はもちろんここでは
58) Cf. Karl Marx and the Close of His System by Eugen von Bohm-Bawerk, ed. 
by P. M. Sweezy, 1949, pp. 200-205. 玉野井芳郎・石垣博美訳， 229-236ページ。
59) Cf. P. M. Sweezy, The Theory of Capitalist Development, 1942, pp. 114, 120-
122. 都留重人訳， 139,146-148ペー ジ゜
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まった＜問題にならない」60)とのべているが，ほんらいの転化問題を論ずるば
あいにもおなじである。そこで，商品価値が生産価格に転化しても，貨幣表現
はすこしも変化しないとかんがえられる。つまり，貨幣商品，金の生産におい
ては，その価値と生産価格とが一致しているとみなされるのである。61)
ところで，当面の問題においては，まずマルクスのつぎのような叙述が注目
される。「もし諸商品がそれらの価値どおりに売られるとすれば，……異なっ
た生産部面では，それぞれの部面に投ぜられている資本量の有機的構成の相違
にしたがって，ひじょうに異なった利潤率が成立する。しかし，資本は，利潤
率の低い部面から去って，より高い利潤をあげる他の部面にうつってゆく。こ
のような不断の出入りによって，ーロにいえば，利潤率があちらで下がったり
こちらで上がったりするにつれて資本がいろいろの部面に配分されるというこ
とによって，資本は，生産部面が異なっていても平均利潤がおなじになるよう
な，したがって価値が生産価格に転化するような需要供給関係をつくりだすの
である。」 62)
このような資本の移動によって，三つの生産部門の不変資本と可変資本が増
加したり減少したりしするが，最後に各部門において利潤率が平均化し，生産
価格が成立する。こうして各部門における需要と供給とが一致するようになっ
ている均衡状態においては各部門の生産量そのものは以前と変わりがないであ
ろうし， 68) それから価値と生産価格の関係についてはつぎのような議論がな
されうるであろう。すなわち， 「たとえば資本Bの生産物の価格がその価値か
60) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 176. 邦訳，第25巻，
210ページ。
61)そのためには，貨幣商品，金の生産が属している第3部門における資本の有機的構成
が社会的資本の平均構成にひとしいことが前提されなければならない。
62) Marx, a. a. 0., Bd. 25, S. 205-206. 邦訳，第25巻， 246ページ。 • 
63) Cf. M. Dobb, On Economic Theory and Socialism, 1955, p. 275. 都留重人・野々
村一雄•岡稔•関恒義訳， n, 1s1ページ。
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らかたよる。というのは， Bで実現される剰余価値はBの生産物の価格でつけ
くわえられる利潤より大きいことも小さいこともありうるからであるが，この
ことのほかに，おなじ事情が，資本Bの不変部分をなしているか間接的に労働
者の生活手段として資本Bの可変部分をなしている諸商品にもあてはまる。不
変部分についていえば，この部分そのものが費用価格プラス剰余価値にひとし
く，したがっていまでは費用価格プラス利潤にひとしく，そしてこの利潤はま
たそれによって代位される剰余価値より大きいことも小さいこともありうる。
可変資本についていえば，平均的な一日の労賃は，つねに，必要生活手段を生
産するために労働者が労働しなければならない時間数の価値生産物にひとし
い。しかし，この時間数そのものもまた，必要生活手段の生産価格がその価値
からかたよることによって，変造されている。だが，このようなことは，つね
に，剰余価値としてはいるものが一方の商品で多すぎるだけ他方の商品では少
なすぎるということで，したがってまた諸商品の生産価格にふくまれていると
ころの価値からの諸偏差は相殺されるということで， 解消してしまう。」64)そ
してこの議論をさらにおしすすめるならば，各生産部門の商品の生産価格は，
社会的資本の不変部分と可変部分との総補填価値の可除部分としての費用価格
と総剰余価値の可除部分としての平均利潤とからなりたっている，ということ
になる。したがって，各生産部門の利潤の総計はその剰余価値の総計にひとし
く，各生産部門の商品の生産価格の総計はその価値の総計にひとしい。
そういうわけで，商品の生産価格は価値の転化形態にほかならないのである
が，貨幣側の事情のためにその価値のたんなる貨幣表現は変化するかもしれな
い。そのときには名目的な価格変動がおこることとなる。しかしこれはまった
く別個の問題である。なおそのようなばあいにも既述のように価値法則は自己
を貫徹するのである。
64) Marx, Das Kapitat, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 170-171. 邦訳，第
25巻， 204-205ページ。
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以上において，われわれは，生産価格の成立とそれにともなっておこる諸問
題について，マルクスの諸議論を検討した。要するに，商品価値が生産価格に
転化し，価値法則の実現が変容されても， この法則そのものは自己を貫徹す
るということがしめされているのである。しかしこのことにかんれんしてもう
ひとつの問題にふれておかなければならない。それは生産価格の実現にかん
するものにほかならない。そういった問題はすでに市場価値のばあいにもあっ
たのだが，マルクスによれば，市場価値にかわって生産価格があらわれてくる
と，「価値ではなく，価値とは異なる生産価格が，各生産部面で規制的平均価
格をなす。」85)あるいは一般的にいえば規制的市場価格をなすのである。 とに
かくいまや「生産価格そのものが，日々の市場価格がそれをめぐって運動し一
定の期間にそれに平均化される中心である。」 88)いいかえれば，生産価格は一
定の期間における市場価格の諸変動の平均として実現されるのである。そして
このような生産価格の実現もただ近似的におこなわれるにすぎないということ
を付記しておく。
これで生産価格にかんする諸問題についての考察はいちおうおわったのであ
るが，最後に，独占価格の問題に言及しておく。マルクスは『資本論』第 3部
第6篇第45章「絶対地代」のなかでこうのべている。「独占価格は， 商品の生
産価格によっても価値によっても規定されず，買手の欲望と支払能力とによっ
て規定されている。」 87)
このように独占価格は商品の生産価格によっても価値によっても規定されな
い価格であって，一見すると，価値法則にまったく反するもののようにみえ
る。しかしわれわれはマルクスのもっとくわしい議論を考慮にいれなければな
65) Ebenda, S. 880. 邦訳，同上， 1116ペー ジ。
66) Ebenda, S. 188. 邦訳，同上， 226ページ。マルクスによれば，「生産価格は，長い期
間についてみれば，供給の条件であり，おのおのの特殊な生産部面の商品の再生産の条
件であるからである。」 (Ebenda,S. 208. 邦訳，同J:,249ペー ジ。）
67) Ebenda, S. 772. 邦訳，同上， 981ペー ジ。
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らない。かれは第7篇第50章「競争の外観」のなかでつぎのように論じてい
る。「いろいろの生産部面での剰余価値の平均利潤への平均化が， 人為的また
は自然的な独占において，またことに土地所有の独占において，ひとつの障害
にぶつかって，そのために，独占の作用をうけるところの商品の生産価格をも
価値をもこえるような独占価格が可能になるとしても，商品の価値によってあ
たえられている限界がそれによって廃棄されることにはならないであろう。あ
る商品の独占価格はただ他の商品生産者たちの利潤の一部分をば独占価格をも
つ商品にうつすだけであろう。間接にはいろいろの生産部面のあいだでの剰余
価値の分配に局部的な撹乱が生ずることもあろうが，この撹乱もこの剰余価値
そのものの限界を変えはしないであろう。もし独占価格をもつ商品が労働者の
必要消費にはいるとすれば，その商品は労賃を高くし，したがって剰余価値を
減らすであろう。といっても，そうなるのは，労働者がこれまでどおりにじぶ
んの労働力の価値を支払ってもらうばあいのことであるが。その商品が労賃を
労働力の価値よりも低くおし下げることもあるであろうが，そうなるのは，た
だ，労賃がその肉体的最低限界よりも上にあるかぎりのことである。このよう
なばあいには，独占価格は，実質労賃（すなわち労働者がおなじ量の労働によ
ってうけとるであろう使用価値の量）からの控除や他の資本家たちの利潤から
の控除によって支払われることになるであろう。独占価格が商品価格の正常な
規制に影響をあたえる限界は，確定されており，そして正確に計算できるであ
ろう。」 68)
これによってみれば，独占はそれの支配する生産部面において諸資本の競争
による平均利潤の形成をさまたげ，その商品の生産価格をも価値をもこえるよ
うな独占価格を生ぜしめる。だが，そのために「いろいろの生産部面のあいだ
での剰余価値の分配に局部的な撹乱を生ずる」としても， 「この剰余価値その
ものの限界を変えはしない」。そこで「独占価格は実質労賃……からの控除や
68) Ebenda, S. 868-869. 邦訳，同上， 1101-1102ベージ。
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他の資本家たちの利潤からの控除によって支払われることになる。」いずれに
しても「独占価格が商品価格の正常な規制に影響をあたえる限界は確定されて
いる。」そういうわけで， 独占価格によっては価値法則の実現が変容されるだ
けで，この法則そのものはやはり貫徹されるのである。
ついでに寡占価格の問題についてもかんたんにのべておこう。マルクスじし
んはこういった問題を論じてはいない。しかしさいきんそれについてのつぎの
ような議論がなされている。すなわち，ある生産部面において資本家が新たな
生産方法の採用によって超過利潤を取得すると，他の資本家たちもこれになら
うので，その商品の社会的価値が低落し，したがって超過利潤は消滅すること
になるのであるが，そこに少数の寡占体が存在しているばあいには，その価格
政策によって高い寡占価格が維持されるから，超過利潤は固定化されるように
なるというのである。このばあいにも，価値法則の実現は変容されるであろう
が，その法則そのものはやはり貫徹されるであろう。しかしそれにしても上記
のような影響は独占段階においてますます重要性をましてきているのであっ
て，その影響についてのくわしい理論的，実証的研究が必要である。
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